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先輩会会員の皆様、日頃から先輩会

活動にご支援ご協力をいただき感

謝申し上げます。 

今年の先輩会活動として、まず 10

年ぶりとなるバンテリンドームナ

ゴヤでの OB 野球大会を、75 周年

記念行事として 3 月 29 日に開催し

ました。1 月末に告知し準備は短期

間でしたが、50 名を超える OB 諸

氏のご参加いただき、ありがとうご

ざいました。当日は現役が朝日大学

（岐阜）とのオープン戦を行い、そ

の後 OB 戦が硬式球で小足さん・田

中さん（S41）の大先輩バッテリー

による始球式から始まりました。出

場した選手はファインプレー、ハッ

スルプレーの連続で、また OB の家

族、現役の家族の方にもグランドに

降りていただき、楽しまれたことと

思います。費用はかかりますが 5 年

ごとに開催の計画ですのでご期待

してください。 

 
七大学 OB 戦は今年も酷暑の中、8

月 9 日に開催され、横井さん(S51)

はじめ久々の参加の比江島さん

(H2)など 22 名がプレーしました。

11 月に予定の現役との OB 戦はグ

ランド不良で中止となりました。 

リーグ戦の納会が春、秋に開催され

指導陣ほかの OB も参加しました。 

先輩会の役割としてのもう一つの

大きな柱、現役支援のうち、現役指

導は引き続き監督・柘植さん(S58)、

コーチ・真野さん(S57)、畝本さん

(H6)が行いました。リーグ戦では試

合中のベンチワークは真野さんが

行い、4年原さんが学生コーチをし、

柘植さん、畝本さんはベンチ外とい

う体制がほとんどでした。 

春リーグ戦は 4 勝、秋リーグ戦は 5

勝を挙げ、ともに二部首位校との対

戦で 1 勝ずつ挙げています。4 年生

がチームワークよく、主将の捕手・

三橋、投手・藤田、内野・後藤、外

野・今井と攻守の要を占め強力な布

陣でした。加えて、3 年の投手・坪

は春秋リーグ戦で防御率 1 位、3 年

の内野・角矢は春リーグ戦で首位打

者を獲得しました。来年も十分期待

できると思っています。また対抗戦

では、名阪戦は勝利、七大学戦は 1

勝 2 敗で 4 位、東海国立戦では準優

勝でした。 

先輩会の現役支援としてもう一つ、

会費を原資とした現役支援金があ

りますが、これも物価上昇から十分

とは言えなくなってきています。加

えて、山の上グランドの設備が老朽

化し、とくに本部席として使用して

いるプレハブは屋根と床が壊れて

きており、名古屋大学からの支援が

いよいよ待てなくなりました。そこ

で現役諸君の努力もあって、名大基

金（https://kikin.nagoya-u.ac.jp/）

の中の特定基金に、野球部を支援す

る事業を作りました。控除も受けら

れる受け口としてここに寄付いた

だくと、野球部の練習環境の整備に

支出をすることができます。よろし

くご協力をお願いいたします。 

最後になりますが今年も残念なお

便りがありました。1 月に江崎さん

(S45)、11 月に濱沖さん(S47)がご逝

去されました。濱沖さんは東京支部

の代表・副会長などを務められ、会

の最後にはいつも元気に締めをさ

れていました。お二人のご冥福をお

祈り申し上げます。 

皆様には是非、球場での応援に足を

運んでいただきますとともに、OB

戦、納会などの催しへの参加をお願

いします。そして今後も変わらぬ先

輩会へのご支援、ご協力を賜ります

よう、心よりお願い申し上げます。 

（先輩会会長 加藤健司） 

 

第 30 回七大学 OB 野球大会が、8

月 9 日に東大球場で開催されまし

た。今年も朝から暑い中での試合と

なりましたが、皆さまのおかげで無

事に戦い抜くことができました。 

今年は1勝1敗という結果でした。

第 1 試合の東北大戦（名大 6－2 東

北大）では、連打でしっかり得点し、

守備でも 2 イニング連続の併殺が

出るなど、いいリズムで試合を進め

られました。第 2 試合の阪大戦（阪

大 5－2 名大）は若い相手打線に押

されてしまいましたが、アンダース

ロー投手を相手に一時逆転する場

面もあり、内容としては明るいとこ

ろもあった試合でした。 

記念大会のイベントとして、ボール

回し競争を行いました。結果は全体

3 位。試行錯誤の多いイベントでし

たが、思いのほか盛り上がりました

ので、幹事一同ほっとしております。      

今後に向けてご意見などあれば、幹

事まで遠慮なくお知らせください。 

試合後の恒例、懇親会では、今年も

幅広い年代の皆さんで交流ができ、

良い時間を過ごせました。来年も同

じ時期に開催予定です。特に関東近

郊在住の OB は、一打席・一イニン

グだけの参加でも歓迎ですので、ぜ

ひ気軽にご参加ください。 

2年後の2027年には名大が全体幹

事となります。大会を続けていくた

めにも、若い世代の参加・勧誘にご

協力いただけるとありがたいです。 

写真やスコア、試合動画は、先輩会

HP（Dropbox）に掲載しています。

 

東京事務局 新村（H18 卒） 
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今年度は春リーグ 2 部からのスタ

ートとなった。昨年度の主力であっ

た投手の西、宮崎、河合、打撃で活

躍した荘司、石川、田中が抜けた後、

どのように戦うかが課題であった。

投手陣は藤田（経 4・旭丘）と坪（工

3・大垣北）が先発し、最小失点に抑

えることを目指した。 

春のキャンプは昨年同様、くろしお

スタジアムで行われ、天候にも恵ま

れた。オープン戦は静岡、関西に遠

征し、計 19 試合を戦った。先輩会

75 周年記念として、バンテリンド

ームで朝日大学とのオープン戦も

実施された。 

春のリーグ戦は 2 部 A の強豪校で

ある名院大、東邦大、名商大、星城

大、名産大と対戦し、リーグ上位を

目指して戦った。 

開幕戦は名商大戦。藤田（経 4・旭

丘）が先発し、相手打線を 3 点に抑

える好投で完投。攻撃では後藤（工

4・刈谷）、三橋（農 4・伊勢）、角矢

（向陽 3 年）、荒谷（工 2・大乗寺）

の 2 塁打で得点を重ねたが、惜しく

も敗戦。第 2 戦は坪が 7 回まで 3 点

に抑えたが、リリーフの浅野（工 4・

一宮）、廣田（工 3・明和）が失点し

敗北。攻撃は 4 安打無得点に終わり、

打線の立て直しが急務となった。 

第 2 節の名産大戦では、藤田、浅野、

廣田、千葉（医保 2・盛岡第一）の

リレーで 3 点に抑え、攻撃は初回に

10 点を奪い、12－3 で快勝。第 3 節

の名院大戦では、藤田が HR などで

打ち込まれ 2－10 で敗戦。第 2 戦

は坪と藤田で 3 点に抑えたが、打線

が 2 点止まりで惜敗。雨で流れた名

産大との第 2 戦は、最下位回避のた

め絶対に落とせない試合。坪が先発

し、6 回まで 2 点を先行されたが、

山本の四球から今井（経 4・明和）、

後藤、角矢の 3 連打で逆転。9 回に

も猛攻で 7 点を追加し、11－5 で圧

勝。 

第 4 節の東邦大戦では、藤田が先発

し風の影響もあり 3 点を失うも、7

回に山本、今井、後藤の連打で同点

に追いついた。しかし 7 回裏に 3 ラ

ンを浴び、9 回に三橋のタイムリー

で 2 点を返すも敗戦。第 2 戦はシー

ソーゲームとなり、タイブレークの

末、11 回に 7 点を献上し 9－13 で

敗戦。 

第 5 節の星城大戦は、勝てば 5 位以

上が確定する重要な試合。藤田、坪

の両エースを投入。初回から後藤、

角矢の安打で先制し、追加点を重ね

た。藤田は 7 回まで無失点、坪も 8

回以降を無失点で抑え、4－3 で勝

利。第 2 戦では千葉が先発し、廣田、

坪がリリーフ。相手投手の制球難を

突き、2 回に押し出しと長短打で 6

点を先行。山田（工 4・一宮）の安

打から代打三浦（工 4・東海）、高橋

（工 4・刈谷）の 2 塁打で追加点を

奪い逃げ切り、4 位が確定した。 

名阪戦は名大主管で行われ、坪、廣

田、森で相手打線を 0 点に抑え、2

－0 で勝利。 

東海国立戦は名工大主管で熱田球

場にて開催。初戦の岐阜大戦では森

（経 2・岡山朝日）、立井（工 3・前

橋）、伊串（工 4・刈谷）のリレーで

3 点に抑え、13－3 の 6 回コールド

勝利。準決勝は昨年敗れた静大との

対戦で、坪、藤田が投げ 10－3 の 7

回コールドでリベンジ。決勝は三重

大戦で、相手投手を打ち崩せず 0－

5 で敗れ準優勝。 

七帝戦は北大主管。初戦の京大戦で

は藤田が完封し、三橋の HR など 2

－0 で勝利。準決勝の東北大戦では

坪が先発し 8 回まで 1－0 でリード

するも、伊串がつかまり逆転を許し

2－3 で敗戦。3 位決定戦の東大戦で

は廣田が先発し、1－6 で敗れた。 

秋リーグは 2 部 B で愛産大、名経

大、東邦大、同朋大、名産大と対戦。

初戦の名経大戦では 9 回まで 1 点

に抑える好投。3 回に山本、今井で

チャンスを作り先制するも、タイブ

レークで逆転され惜敗。第 2 戦では

藤田が先発し、6 回まで 4点に抑え、

打線が 5 点を奪い 6－5 で勝利。 

第 2 節の名産大戦では、坪が 9 回を

投げ切り初の完封勝利。打線は初回

に 2 点を先制し、追加点も奪い 5－

0 で勝利。第 2 戦では藤田が 1 点に

抑え完投勝利。三橋の HR などで 7

－1 で快勝。 

第 3 節の愛産大戦では、初回に先制

するも同点にされ、タイブレークで

藤田が 0 点に抑え勝利。第 2 戦は藤

田が先発し、1－4 で敗戦。 

第 4 節の東邦大戦では、5 回に同点

に追いつくもその裏に 4 点を奪わ

れ敗戦。第 2 戦も打線が沈黙し、8

回コールドで敗戦。 

第 5 節の同朋大戦では、坪が先発し

エラー絡みで失点し敗戦。第 2 戦で

は藤田が満塁のピンチを無失点で

切り抜け、角矢、今井の連打などで

逆転し、4－3 で勝利。最終戦を勝利

で飾り、5 勝 5 敗でリーグ戦を終え

た。 

 最後にマネージャーとして森（工

4・大垣北）、学生コーチとして原(工

4・滝)、学生スタッフとして田中(法

4・関)、星子(工 4・桜台)が支えてく

れたことに感謝する。 

来期は 2 部 A クラスを目指し、主

将米光(情 3‣向陽)、副将角矢、持田

（教 3・時習館）を中心に野球部の

体制強化案を理事会で報告した。 

最後に、日頃より先輩会の皆様から

のご支援に心より感謝申し上げま

す。今後ともご指導ご鞭撻のほど、

よろしくお願いいたします。 

（1983 年卒 監督 柘植竜也） 

2025年度を終えて 
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“独立リーグ”と聞くとどういった

イメージを思い浮かべるでしょう

か。そう言われても大半の方々はピ

ンとこないと思います。知名度もな

く、メディア露出もほぼゼロという

場所だからです。しかし、私はそん

な場所に 2 年間所属していました。

今回は、そんな独立リーグでの私の

経験について語っていきたいと思

います。 

まず、入団時に私は大学とのレベル

の差に大きく驚かされました。その

当時、私が所属していた富山 GRN

サンダーバーズには、150km/hを超

える投手が 6 人おり、在籍する投手

皆 145km/h 以上を投げられました。

球速だけでなく球質も高く、今まで

見たことのないような球を間近で

見せつけられました。そんな中私は

最速 143km/h、変化球もスライダー

とナチュラルのムービングファス

トのみという有り様。文字通り最底

辺からのスタートでした。 

そこで 1 年目の目標に、①150km/h

を超えること、②空振りを取れる変

化球を身に着けることに決めまし

た。②に関しては、あっさりクリア

しました。色々なチームメイトから

ボールのリリースや握りを教わり、

その軌道を身をもって体感できた

ためです。そのおかげで、シーズン

が始まる 4 月にはカットボールと

フォークというウイニングショッ

トを習得しました。しかし①に関し

ては中々向上しませんでした。投げ

ても投げても最速を更新すること

ができず、9 月にようやく 144km/h

を計測したところでシーズンが終

わりました。フォームを確認し、

色々試行錯誤を繰り返していく内

に、いつの間にか 1 年目のシーズン

が終わり、目標としていた 150km/h

を投げることなくシーズンを終え

ました。 

シーズンが終わると独立リーグの

選手は”野球をやめる”か”まだ続

ける”という 2 択を迫られます。私

は当然”続ける”を選択し、来シー

ズンに向けて徹底した投げ込みを

しました。毎日少なくとも 100 球、

多いときは 300 球以上投げる日も

ありました。今思うと正気ではあり

ませんが、当時は何か少しでも掴ん

でやろうと必死でした。そして”地

面の力の使い方”が分かるようにな

りました。地面を押して、貰った力

をどのようにして効率的に指先ま

で伝達するか、そんな簡単そうな感

覚を 1 年かけて掴むことができた

のです。そしてその感覚はボールに

も現れました。今まで垂れたり沈ん

でいたストレートが高めに伸び、球

速も 146km/h を計測しました。私

は人生で初めて、ストレートを投げ

ることに成功しました。 

翌年も今までの勢いそのままに、順

調な滑り出しを見せました。シーズ

ン開始から最速を更新し続け、6 月

には先発に転向し 148km/h をマー

クし、防御率もリーグ 2 位を記録す

るまでに成長しました。そしてとあ

るスカウトからこんなことを言わ

れます。 

「150km/h でたら球団に押すこと

ができるから頑張ってくれ。」 

こんなこと言われてしまったら

150km/hを出すしかありません。ト

レーニングをより筋力に特化した

メニューに変更し、更に瞬発系のメ

ニューの比重を大きく上げました。

これは私の人生を懸けた大きな賭

けでした。 

トレーニングメニューを変えたこ

とでまず現れたのは、計測結果の向

上でした。瞬発力の殆どの測定で自

己ベストを更新し、試合でも今まで

のベストだった 148km/h を連発す

るなど、目に見えて結果が良くなっ

ていきました。 

しかし夏に入りそこから球速が上

がらないどころか、少しずつ平均球

速が下がっていきました。先発とし

て長いイニングを投げ、夏になり疲

労が溜まっていく中で、高出力のト

レーニングをしたことで、体の細か

い箇所が少しだけ動かなくなって

しまったためです。こうなると中々

元に戻すことはできません。球速だ

けでなく、コントロール、変化球の

キレ、全てを失い、防御率も 6 点台

まで落ち込みました。私は人生を懸

けた賭けに失敗したのです。 

シーズンも佳境に入り、9 月上旬、

トレーニングメニューの見直しや

トレーナーさんの施術などで少し

ずつ動きが出るようになってきま

した。しかし、当然 NPB 球団の調

査書もなく、その上チームも優勝を

逃していました。ここである意味の

開き直りをすることができました。

「どうせ終わりなら出し切って終

わろう」という気持ちになることが

できました。すると不思議と球速が

上がっていき、150km/hを計測し、

ある意味で満足して引退すること

ができました。 

これが私の独立リーグ生活の全て

です。失敗の連続で夢破れた 2 年間

でしたが、存外に充実していました。

才能とは残酷です。凡人がどれだけ

努力し全てを野球に捧げたとして

も天才はその努力を容易に超え、夢

を叶えていきます。全ての努力が報

われるほど優しいものではありま

せん。しかし、その夢に向けて努力

し続けた日々は何にも代えようの

ない尊いものだと私は思うのです。 

（2023 卒 横井文哉） 

 

2025 年 2 月 21 日(土) 

10 時：総会 

12 時 00 分：懇親会（会費¥3000） 

※現地＋オンライン開催です 

総会：ウインクあいち 1003 会議

室 愛知県名古屋市中村区名駅 4

丁目 4-38 

(JR 名古屋駅桜通口 徒歩 5 分) 

懇親会：ELLE HALL DINING 

愛知県名古屋市中村区名駅 4-3-16 

山本ビル 4F 

※1/16までに同封のはがき or メー

ルにて出欠回答ください。 

独立リーグでの経験 

2025 年総会案内 



- 4 - 
 

 

先輩会の皆様、4 年間多大なるご支

援とご声援をいただき本当にあり

がとうございました。特に、今年度

におきましては、バッティングマシ

ンの修理やバンテリンドームでの

OP 戦開催など非常に恵まれた環境

で野球をさせていただき練習にも

より一層。先輩会へのご報告を兼ね

て、この 1 年間を振り返ってみたい

と思います。 

 昨年の秋リーグから 2 部に復帰

した私たちは、先輩方の力もあり 2

部残留を決め、2 部でもやれるとい

う手応えと、先輩方が抜けた穴や自

分たちの力不足による不安をもっ

て新チームとして始動しました。新

チームには昨年から試合に出てい

たメンバーも多かったため、先輩方

が引退するまではそこまで不安を

感じていなかったのですが、やはり

抜けた穴は大きく、各個人のレベル

アップに加え新戦力の台頭が必須

であると新チーム始動後すぐに感

じました。 

 強化リーグでは、リーグ戦経験の

少ない下級生にも出場機会を与え、

各個人の課題を把握させるととも

に、チーム内での競争の活発化を図

りました。投手陣では藤田と坪の 2

枚看板を支えるリリーフ陣の強化、

野手では打線強化を目指し、試合を

重ねるごとに成長が見られました。 

 冬のトレーニングでは、山本トレ

ーナーからウエイトトレーニング

のメニューをいただき、週 4 回の練

習時間以外でのウエイトトレーニ

ングを行いました。また、練習の最

後にサーキットトレーニングも行

いフィジカル面で大きく成長でき

ました。私が 1，2 年性の頃に感じ

ていた 2 部の私立大学との体格差

は確実に縮まっていたと思います。 

 2月の和歌山合宿では天候に恵ま

れ、充実した合宿を行うことができ

ました。昨年に引き続き振り込みや

投げ込みによる基礎体力の強化に

加え、実践練習も行い、リーグ戦に

向けて良い練習ができました。 

 迎えた春リーグ。結果は 4 勝 6 敗

で 4 位という結果に終わりました。

1部昇格を目標に冬の練習を重ねて

きましたが、春のリーグ戦では思う

ような結果を残すことができませ

んでした。1 週目では打線が振るわ

ず 2 連敗からのスタートとなり、リ

ーグ戦終盤では投手陣が踏ん張り

切れず投打が嚙み合わない試合も

多くありました。一方で、課題が明

確になり収穫もあったため自分た

ちの取り組みを見つめ直す良い機

会になりました。 

 今年の七帝戦は北海道での開催

だったため、8 月であるというにも

関わらず、涼しく快適な気温のもと、

野球をすることができました。名大

にとっては 2 連覇がかかった大会

でしたが準決勝で東北大学に敗れ、

3 位決定戦でも東京大学に敗れ 4 位

に終わりました。しかし、初戦の京

都大学戦では藤田が大学野球最初

で最後の完封勝利を挙げるなど充

実した大会となりました。また、レ

セプションでは他大学との交流を

深め、野球談議に花を咲かせました。 

 そうして迎えた秋リーグ。私たち

は再び 1 部昇格という目標を掲げ、

試合に臨みました。結果は 5 勝 5 敗

5位という悔しい結果に終わりまし

た 3 節目では優勝候補筆頭の愛知

産業大学に先勝し、一時は首位に並

びリーグ戦を折り返しましたが、後

半戦では勝利を積み重ねることが

できませんでした。一年間、1 部昇

格を目指してきましたが優勝どこ

ろか A クラス入りを果たすことも

できず、非常に悔しく感じています。

しかし、その中でもチームとして、

各個人としての成長を感じること

のできたリーグ戦でもありました。

名古屋経済大学との 2 戦目の逆転

勝利や、愛知産業大学にタイブレー

クの末、勝ち切れたことは春のリー

グ戦から見ても大きな成長であっ

たと思います。ビハインドの状況で

も元気よく守備に送り出してくれ

るベンチ陣、偵察や練習のサポート

をとことんやり切ってくれる学生

スタッフやマネージャーなど、試合

に出ていないメンバーの力を非常

に感じたリーグ戦でした。結果とし

ては悔しさが残りますが、後輩たち

が思いを引き継ぎ結果に結び付け

てくれることを期待しています。 

 私の 4 年間の大学野球生活は挫

折から始まりました。高校時代は大

学でもそこそこやれるだろうと思

っていた自信を入部早々、砕かれま

した。だからこそ這い上がることが

できたし、たくさんの経験をさせて

いただき、本当に感謝しかありませ

ん。新チームが始動してからの 1 年

間は苦しかったことの方が多く、後

悔していることもたくさんありま

す。自分が発する言葉に主将として

の責任が付きまとい高校時代のそ

れまでとはまた違った類のもので

した。学生主体の大学野球だからこ

そ感じるプレッシャーに押しつぶ

されそうなときもありましたが、そ

の中で自分で考え、工夫し行動する

ことを大学野球で学ぶことができ

ました。 

また、私の同期部員は人数も多く全

員がリーグ戦のベンチに入ること

はできませんでした。その中で、ス

タッフとしての道を選択し最後ま

でチームのために尽くしてくれた

部員が多くいました。スタッフがチ

ームの勝利を強く願ってくれてい

たことが私たちの励みになりまし

た。本当に感謝しかありません。後

輩たちには選手として野球ができ

ることの喜びを感じ、残りの大学野

球生活を全力でやり遂げてほしい

と思います。 

最後に、このような素晴らしい環境

で野球ができたことに本当に感謝

しています。先輩会の皆様、監督、

コーチ、マネージャーやスタッフ、

保護者の皆様、そしてチームメイト

の支えがあったからこそ、ここまで

野球を続けることができました。全

ての方々に改めて感謝申し上げた

いと思います。本当にありがとうご

ざいました。（前主将 三橋新） 
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